
今
期
定
例
会
で
は
条
例
の
改
正

や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
、
農
業

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
同
意
案

等
が
提
出
さ
れ
、
審
査
・
審
議
の

結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

報
告
第
1
号　

報　
　
告

令
和
４
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

予
算
に
お
い
て
、
総
務
費
の
大
隅

支
所
庁
舎
整
備
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
27
件
、
38
億
8
7
3
5
万
円

を
繰※

越
明め

い

許き
ょ

費
と
し
て
令
和
5

年
度
へ
繰
越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
も
の
で
す
。

承
認
案
第
2
号　
全
会
一
致　
承
認

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

承
認
案
第
3
号　
全
会
一
致　
承
認

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
一
定
程
度
の
収

入
が
減
少
し
た
被
保
険
者
に
係
る

保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
改
正
さ

れ
る
も
の
が
主
な
内
容
で
、
令
和

4
年
度
末
に
資
格
を
取
得
し
た
こ

と
に
よ
り
、
令
和
5
年
度
に
納
期

限
が
到
来
す
る
令
和
4
年
度
分
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
財
政
支
援

の
対
象
と
さ
れ
、
減
免
の
対
象
と

な
る
も
の
で
す
。

議
案
第
36
号　

賛
成
多
数　
可
決

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
に
係

る
車
両
区
分
の
創
設
及
び
森
林
環

境
税
の
賦
課
徴
収
等
、
関
連
す
る

規
定
を
整
備
す
る
も
の
が
主
な
内

容
で
す
。

問　

森
林
環
境
税
の
賦
課
徴
収
と

は
。

答　

東
日
本
大
震
災
復
興
税
が
終

了
す
る
令
和
6
年
度
か
ら
、
個
人

住
民
税
の
均
等
割
が
賦
課
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
年
額
1
0
0
0
円

を
徴
収
す
る
内
容
で
あ
る
。

議
案
第
41・42
号　

全
会
一
致　
可
決

両
分
団
に
配
置
し
て
い
る
平
成

14
年
購
入
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

TopicsTopics

第 2 回定例会

令和 5 年
6 月12日から

6 月29日まで

（18日間）

Topic1

令
和
５
年
度
へ
繰
越
し

Topic2

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正

大隅方面隊北分団取得予定車両と同型の
水槽付小型動力ポンプ積載車

Topic3

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

Topic4

令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
の

　
　
　
　
　
　
賦
課
徴
収
始
ま
る

Topic5

大
隅
方
面
隊
北
分
団
・
財
部
方
面

隊
南
分
団　
　
　
消
防
車
を
更
新

※
繰
越
明
許
費
と
は
、
そ
の
年
度
内
に
支

出
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の

を
、
翌
年
度
に
繰
越
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

1

国民健康保険税の後期高
齢者支援金等課税額に係
る課税限度額について引
き上げられました。

20 万円　　　　22 万円

2

新型コロナウイルス感染
症の影響により収入が減
少した被保険者等に係る
国民健康保険税の減免に
ついて。

令和４年度末に資格取得し
たこと等により，令和５年
度に納期限が到来する令和
４年度分の保険税について
は減免の対象です。

分団名 大隅方面隊
北分団

財部方面隊
南分団

品　名 水槽付小型動力
ポンプ積載車

水槽付小型動力
ポンプ積載車

種　類 ２ＷＤ・AT
1.5～2.0t

４WD・MT
1.5～3.0t

落札価格 2695万円 2700万5千円

落札者 ㈱鹿児島消防防災 ㈱鹿児島消防防災

落札率 99.58% 99.78%
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議
案
第
43
号　

全
会
一
致　
可
決

歳
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
追
加
や
総
務
費
県
補
助
金

の
地
域
振
興
推
進
事
業
補
助
金
を

減
額
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
、

歳
出
は
、
経
済
対
策
配
布
型
商
品

券
事
業
の
第
5
弾
や
諏
訪
地
区
公

民
館
改
築
工
事
等
の
追
加
が
主
な

も
の
で
す
。

4
億
8
2
7
0
万
円
追
加

予
算
総
額　

2
7
0
億
3
5
9
8
万
円

　

総
務
常
任
委
員
会

（
岩
水 

豊
委
員
長
）

【
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
】

問　

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

開
始
時
期
は
。

答　

令
和
6
年
2
月
か
ら
の
予
定

で
あ
る
。

【
県
の
地
域
振
興
推
進
事
業
補
助
金
】

問　

不
採
択
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

う
今
後
の
対
応
策
は
。

答　

昨
年
度
か
ら
県
と
も
綿
密
に

打
合
せ
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
回

の
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
周
辺

整
備
事
業
は
、
県
全
体
へ
の
波
及

効
果
が
薄
い
と
判
断
さ
れ
た
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
と

も
連
携
を
図
り
、
周
辺
整
備
事
業

に
関
し
て
は
、
活
用
で
き
る
補
助

事
業
が
な
い
か
等
、
よ
り
県
と
の

連
絡
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
補

助
金
】

問　

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
は
。

答　

令
和
5
年
6
月
11
日
現
在
で

73
・
24
％
で
あ
る
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
上
村 

龍
生
委
員
長
）

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
】

問　

新
し
く
整
備
さ
れ
る
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
全
体
事
業
費
と
財

源
内
訳
は
。

答　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
諏
訪
地
区
公
民
館
改
築
工
事
】

意
見　

加
工
施
設
等
に
関
す
る
地

元
住
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り
入

れ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
九
日 

克
典
委
員
長
）

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

問　

再
造
林
促
進
の
取
組
実
績
は
。

答　

令
和
4
年
度
の
本
市
の
森
林

伐
採
面
積
は
4
9
8
㏊
で
あ
り
、

再
造
林
面
積
は
3
0
4
㏊
で
、

61
％
の
実
績
で
あ
る
。

意
見　

民
間
の
伐
採
業
者
に
再
造

林
の
取
組
に
つ
い
て
推
進
、
啓
発

を
し
て
ほ
し
い
。

【
過
年
度
発
生
公
共
土
木
災
害
復

旧
事
業
】

問　

柿
木
上
・
石
之
脇
上
線
道
路

災
害
復
旧
付
帯
工
事
に
お
け
る
畑

か
ん
本
管
布
設
替
工
事
と
は
。

答　

東
部
土
地
改
良
区
と
の
協
議

に
よ
り
、
埋
設
管
迂
回
工
事
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
の
予
算

計
上
に
至
っ
た
。
ま
た
、
水
利
用

の
関
係
で
6
月
以
降
に
工
事
に
着

工
す
る
よ
う
地
元
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
。

議
案
第
50
号　

全
会
一
致　
可
決

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
、
港
産
業
株
式
会
社
が

2
億
7
5
0
0
万
円
で
落
札
者
と

な
り
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

南九州畜産獣医学拠点のロゴマーク

Topic6

令
和
５
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

過疎対策
事業債 14億2,375万5,000円

国庫支出金 1億9,542万8,000円

一般財源 108万7,000円

全体事業費 16億2,027万円

Topic7

曽
於
市
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
搾
汁
機

械
設
備
増
設
工
事
請
負
契
約
締
結
へ

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



議
案
第
46
号　

全
会
一
致　
可
決

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
並
び
に

令
和
4
年
度
の
介
護
給
付
費
及
び

地
域
支
援
事
業
等
の
精
算
に
よ
る

国
・
県
等
へ
の
償
還
金
や
一
般
会

計
へ
の
繰
出
金
の
増
が
主
な
も
の

で
す
。

２
億
5
1
5
2
万
円
追
加

予
算
総
額　

62
億
1
0
9
2
万
円

意
見　

今
回
、
２
億
数
千
万
円
の

剰
余
金
が
出
て
い
る
。
次
期
介
護

保
険
計
画
の
策
定
時
期
が
近
付
い

て
い
る
が
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

今
回
の
剰
余
金
の
活
用
を
含
め
た

計
画
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

同
意
案
第
1
号
～
19
号

　

全
会
一
致　
同
意

新
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

陳
情
第
5・6
号　

全
会
一
致　
採
択

発
議
第
２
号　

全
会
一
致　
可
決

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
や

加
配
教
員
の
増
員
、
少
数
職
種
の

配
置
増
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る

陳
情
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

政
治
倫
理
条
例
第
6
条
第
1
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
4
年
8

月
29
日
付
け
で
請
求
の
あ
っ
た
件

に
つ
い
て
、
政
治
倫
理
審
査
会
か

ら
令
和
5
年
6
月
16
日
に
議
長
に

対
し
て
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
を
運
用
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
こ
と
か
ら
、
規
程
等
の
改
正
に

向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

曽
於
市
議
会
議
長　

久
長 

登
良
男

任期は令和５年７月 20 日から令和８年７月 19 日までの３年間です。

Topic8

令
和
５
年
度
介
護
保
険

　
　
特
別
会
計
補
正
予
算
を
可
決

Topic9

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

Topic10

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に

提
出
先

・
衆
議
院
議
長
　
・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣
　
・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣
　
・
文
部
科
学
大
臣

末吉地区　８人 大隅地区　７人 財部地区　４人

山や
ま　
口ぐ

ち　
裕ひ

ろ　
之ゆ

き

三み　
嶋し

ま　
里り　
香か　
　
新

濵は
ま　
田だ　
　
　
實み

の
る

長な
が　
野の　
浩ひ

ろ　
子こ　
　
新

高た
か　
岡お

か　
俊と

し　
彦ひ

こ

末す
え　
永な

が　
美よ

し　
文ふ

み　
　
新

迫さ
こ　
　
　
将ま

さ　
嗣つ

ぐ

小こ　
島じ

ま　
文ふ

み　
哉や　
　
新

八や　
木ぎ　
　
　
強つ

よ
し

酒さ　
匂こ

う　
孝こ

う　
一い

ち

荻お
ぎ　
迫さ

こ　
純す

み　
明あ

き

大お
お　
口く

ち　
德の

り　
明あ

き

岩い
わ　
村む

ら　
秀ひ

で　
男お

伊い

地じ

知ち　
輝て

る　
男お

池い
け

之の

上う
え　
三み　
好よ

し

吉よ
し　
満み

つ　
忠た

だ　
吉よ

し

片か
た　
平ひ

ら　
敏と

し　
生お

柿か
き　

木の
き　

伸の
ぶ　

幸ゆ
き

小お　
倉ぐ

ら　
範の

り　
房ふ

さ

Topic11

曽
於
市
議
会
議
員

　
　
政
治
倫
理
審
査
会
結
果
報
告

１　審査請求の内容
　岩水豊議員を被審査議員として、審査請求代表者の土屋健一議員ほか３名の議員より、審査請求書が提出
された。内容は、当該議員が入院期間中に、議員活動で使用するために市から貸与されているタブレット型
端末で約137ギガバイトのデータ通信量を使用した行為が、政治倫理基準に違反する行為である疑いがある
という内容である。

２　審査結果
　当該議員は、上記行為があったことを認め、通信にかかる追加費用を自ら負担しているものの、当時の通
信内容がどのようなものであったかについては、当該議員の説明内容からは、明確に解明するには至らなかっ
た。しかしながら、今回のデータ通信量は、議員が議会活動において使用する想定の範囲（１台当たり月２
ギガバイト）を大きく超えていると言わざるを得ず、議会活動以外で使用したのではないかという市民の疑
惑も大きく、議員活動に使用したのか否かに関わらず、政治倫理基準「議員の品位と名誉を損なう行為により、
市民の議会に対する信頼を損ねないこと。」に違反する行為であるとの結論を得た。

３　措置
　市民からの議会に対する信頼を回復するため、当該議員より令和５年６月29日開催の曽於市議会全員協議
会の場で陳謝が行われた。

※この結果報告は、市のホームページでも御覧になれます。
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